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【秋まき小麦】 

１ 生育状況と窒素追肥について 

(1) ４月の積算温度は平年よりも高く、降水量と日照時間は平年並みです。生育状況について

は、起生期で４月５日(早４)、幼穂形成期で４月 29 日(早４) と平年より生育は進んでいます。

止葉期は平年(5/25)より２日ほど早く、５月 23 日ごろの見込みです。 

 

(2) 止葉期の追肥は、千粒重を高める効果があります。前回の追肥からは２～３週間間隔を

あけ、ほ場ごとに生育を確認しながら調整して追肥を行いましょう(表１)。 

 

表１ 道北における品種別窒素追肥量の目安            (kg/10a) 

品種名 
生育期節 きたほなみ ゆめちから つるきち 

止葉期 
（平年 5/25） 

４※ ６ ４ 

 ※低タンパクほ場では、止葉期に 6kg/10a、あるいは止葉期に４kg/10a に加えて開花後に
尿素２％溶液の葉面散布(100L/10a)３回程度を行う。 

  高タンパクほ場では、生育状況を見て０～３kg/10a で調整して追肥を行う。 
 

【春まき小麦】 

１ 除草剤の散布 

  連作のほ場や欠株の多いほ場では雑草の発生が多くなりますので、雑草が小さいうちに散
布を行いましょう。 

 

２ 倒伏防止 

植物成長調整剤（サイコセル PRO、カルタイムフロアブルなど）の使用にあたっては、使 
用時期・使用量・使用上の注意点を十分確認しましょう。 

 ＜使用上の注意点＞ 
・高温時散布で薬害を生じることがあるため、晴天時は夕方に散布する。 

  ・重複散布を避けるとともに、降雨があっても再散布は行わない。 
 
 

【豆類】 
１ 除草剤の散布 
  は種後、速やかに散布しましょう。また、薬害を防ぐため使用時期を守りましょう。 
 
２ 中耕除草 
  中耕作業は除草効果と土壌の通気性や地温の確保による生育促進が期待できます。雑草の出

芽を確認した時から開始して、開花まで２～３回行いましょう。 
 

QR ｺｰﾄﾞを読み取って 
  アクセス!!!  

水稲･園芸編も 
 HP で公開中！ 



【秋まき小麦・春まき小麦 共通】 

１ 病害虫防除 

(1) 赤かび病（赤かび病は、小麦の重要病害です。） 

・赤かび病は開花する時に感染しやすく、穂に発病しやすいので、 

開花始(開花した穂を確認した時)に１回目、 

開花始から７日後に２回目、 

開花始から 14 日後に３回目の防除を行いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・開花期間中に降雨の日が多いと多発しやすいので、降雨予報を参考に適宜防除間隔を調整し 

ましょう。 

・開花始の防除は同時に赤さび病、うどんこ病の防除も兼ねるので、下記の防除体系を参考に

実施しましょう(表２)。 

・春まき小麦は３回防除を徹底しましょう。 

 

表２ 赤かび病防除を中心とした防除体系例 

散布時期 薬剤 分類 希釈倍率 使用時期 使用回数 

開花始 

プロラインフロアブル 

または 

バラライカ水和剤 

ＤＭＩ 

 

フタルイミド 

ＤＭＩ 

2,000 倍 

 

500 倍 

収穫７日前まで 

 

収穫 14 日前まで 

２ 

 

2 

７日後 ミラビスフロアブル ＳＤＨＩ 1,500 倍 収穫７日前まで ２ 

14 日後 

シルバキュアフロアブル 

または 

リベロ水和剤 

ＤＭＩ 

 

ＤＭＩ 

2,000 倍 

 

2,000 倍 

収穫７日前まで 

 

収穫７日前まで 

２ 

 

３ 

※・赤かび粒の混入率が 0.0％以上混入した小麦は規格外になります。 
・かび毒デオキシニバレノール（ＤＯＮ）を産生する病原菌があり、ＤＯＮの基準値 1.0ppm 
を越えると市場流通が禁止されます。 

 

～ 開花始 逃さぬ防除で 良質麦！！ ～ 
 

 



(2) クビアカクビホソハムシについて 
昨年度、留萌管内で発生が確認された「クビアカクビホソハムシ」が今年も確認されていま

す。登録薬剤はありませんが、植物防疫法第 29 条第１項に基づく措置として当面の間、下
記のものが使用可能となります。止葉に幼虫の食害が目立ち始めたら防除を検討しましょう。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
※水稲害虫のイネクビホソハムシ（イネドロオイムシ）と酷似しますが、 
 クビアカクビホソハムシは水稲を加害することや 
イネクビホソハムシ（イネドロオイムシ）が麦類を加害する事例は確認されていません。 

 

(3) アブラムシ防除について 

アブラムシ類は出穂期以降に防除時期となり、高温条件により多発します。穂のアブラムシ
の発生状況を確認し、防除を行いましょう。 

 
 

 

 
～暑熱対策を行い、休憩時には水分や塩分の補給を忘れずに！～ 

 

農薬散布の際は「令和８年度農作物病害虫防除および防除薬剤ガイド」

を参照し、ＨＰ等で最新の情報を確かめてから使用しましょう。 

クビアカクビホソハムシの幼虫と成虫 


